
令和5年度一般会計決算
公約の実現は？

第3回定例会議案審議は？

こんな活動をしました

一般質問 町政を問う

町民の声「議会を傍聴して」

9月22日㈰白沢区民館で虫供養が行われました。
写真は、大塔婆の前のお砂場でお砂踏みをする双子ちゃん。
小さい子どもが裸足で踏むと「かんの虫封じ」になり、健やかに成長できると言われ
ています。当日はたくさんの子どもが来てくれ、お守りのお砂袋も完売しました。

白沢の虫供養　お砂踏み

……2～3

……4～5

…………6～7

………-9～15
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議会だより

No.203
令和６年11月1日発行

自治体と地域住民をつなぐアプリ「マチイロ」に『あぐい議会だより』を掲載しています。

タイトル文字：社会福祉法人相和福祉会 パスピ・98提供



ぐーさん

ぐーさん

ぐーさん

あーさん

あーさん

あーさん

ぐーさん

あーさん

令和５年度決算、今回の注目は？

借金は多いけれど、町税を増やすために
企業誘致をがんばっているんだって。

ええー、貯金より借金が多いんだね？
それでやっていけるの？

窓口負担の助成だね。今まで中学生まで
だったのが3年のびたね。

それはね、私も興味があったから調べてみたのよ。
世帯当たり、貯金が 37万7千円 借金が84万3千円 
だったわ！

金額の大きなものでは、子どもの入院医療費かな。

山車まつりや盆踊り…私のお財布も盛りだくさん
だったら、全部のお店でお買い物したんだけどなあ。
ところで心配なんだけど、町の借金や貯金ってどう
なってるの？

スポーツ村や阿久比駅周辺の整備も少しずつ進ん
でいるみたい。それから昨年度は、町制70周年記
念事業として、盛りだくさんの記念企画が行われ
たよね。

貯金
借金

4,164,583

9,847,621

4,171,990

9,331,797

377

843

令和6年１月１日時点町内世帯数：11,067世帯

669

－46,609

⬆
⬇

項　目 ①令和４年度
（千円）

基金現在高
（13基金の合計）

地方債現在高

②令和５年度
（千円） 増減 世帯当たり

（千円）
世帯当たり
増減（円）

公約は実現したか？

創り、次世代へつなぐ決算でした。創り、次世代へつなぐ決算でした。
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令和5年度
収入項目

（代表する決算項目）
令和5年度
（万円） 前年増

減
支出項目

（代表する決算項目）
令和5年度
（万円） 前年増

減
基本給与

パート収入

貯金の引出し

昨年の繰越し

親からの援助

親からの特別援助

銀行からの借入れ

友人からのご祝儀

（町税）

（諸収入）

（繰入金）

（繰越金）

（地方交付税）

（国庫支出金）

（町債）

（寄附金）

食費

医療費

水道光熱費・日用品の購入

学費などの仕送り

家の増改築

家電・車・家の補修

投資

ローン返済

貯金など

（人件費）

（扶助費）

（物件費）

（補助費・繰出金）

（建設事業費・災害復旧費）

（維持補修費）

（投資・出資・貸付金）

（公債費）

（積立金）

178
30
12
21
112
88
13
2

456

174

24

19

22

110

109

17

55

530

74
92
78
94
37
3
7
35
12
432

72

92

83

97

48

2

7

34

74

509
アグピー家は黒字：24万円アグピー家は黒字：24万円

（令和5年度の値は決算額を2400で割算した値）

アグピー家の家計簿

合 計（万円）

合 計（万円）

まちの家計簿

消防費 4%消防費 4% その他 5%その他 5%

民生費
38%
民生費
38%

衛生費 10%衛生費 10%

総務費 13%総務費 13% 教育費 13%教育費 13%

土木費 9%土木費 9%

公債費 8%公債費 8%

歳入
109億3,773万円

歳出
103億7,558万円地方消費税交付金 6%地方消費税交付金 6%

繰越金 5%繰越金 5%

諸収入 4%諸収入 4%

その他
11%
その他
11%

県支出金 7%県支出金 7%

国庫支出金
12%

国庫支出金
12% 地方交付税

16%
地方交付税
16%

町税 39%町税 39%

町全体は、
この円グラフ
なんだって

町民生活を守り、賑わいを町民生活を守り、賑わいを実現途中の公約はあるけれども

①町制記念事業

560万円
山車まつり・花火大会・田んぼアート など

4,109万円
トイレ改修設計・グランド整備 など

254万円
阿久比駅前事業調査費 など

1億9,229万円
助成対象者を高校生年代まで拡大 など

②スポーツ村整備 ③駅前事業調査 ④入院費助成
議員視点のTOP4

103億7,558万円決算令和5年度
一般会計

あなたの家計簿と比べて、どうだった？

認定

千円以下は切り捨て表示だよ
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総務
建設

文教
厚生

　
　
変
更
後
、
資
格
確
認

書
等
を
引
き
渡
す
と
あ
る

が
、
資
格
確
認
書
以
外
に

何
が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
資
格
情
報
の
お
知
ら

せ
、
特
別
療
養
費
の
支
給

に
変
更
す
る
旨
の
事
前
通

知
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利

用
を
や
め
る
場
合
に
被
保

険
者
の
取
る
べ
き
対
応
は
。

　
　
加
入
す
る
医
療
保
険

者
等
に
解
除
申
請
を
し
て

も
ら
い
、
今
の
と
こ
ろ
各

医
療
保
険
者
は
資
格
確
認

書
を
申
請
者
に
交
付
す
る

予
定
。

　
　

南
部
小
学
校
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
新
設
工
事
設
計

委
託
料
を
取
り
下
げ
、
そ

れ
に
代
わ
る
階
段
昇
降
車

の
導
入
に
つ
い
て
、
保
護

者
や
学
校
関
係
者
の
同
意

が
あ
る
と
説
明
が
あ
っ
た
。

当
事
者
で
あ
る
子
ど
も
の

同
意
も
得
ら
れ
た
の
か
。

　
　

実
際
に
昇
降
車
に

乗
っ
て
も
ら
い
、
怖
く
な

い
と
い
う
発
言
も
確
認
で

き
て
い
る
。

　
　
教
育
費
の
う
ち
地
域

部
活
動
委
託
料
で
令
和
５

年
10
月
か
ら
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部
が
地
域
移
行
し
た
。

他
に
地
域
移
行
し
た
部
活

は
あ
る
か
。
そ
の
課
題
は
。

　
　
現
在
は
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部
だ
け
。
課
題
は
保
護

者
等
と
の
関
係
調
整
や
生

徒
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

技
術
以
外
に
つ
い
て
懸
念

が
あ
る
。

　
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
故
障
が
増
え
て

い
る
原
因
は
。

　
　
落
と
し
て
破
損
、
充

電
差
し
込
み
口
の
ご
み
詰

ま
り
、
キ
ー
ボ
ー
ド
の
破

損
等
。
シ
ス
テ
ム
エ
ラ
ー

で
は
、
画
面
が
立
ち
上
が

ら
な
い
、
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
が
つ

な
が
ら
な
い
。

　
注
意
喚
起
と
し
て
、
ラ

ン
ド
セ
ル
内
で
は
、
教
科

書
と
教
科
書
の
間
に
挟
ん

で
衝
撃
を
減
ら
す
よ
う
指

導
し
て
い
る
。

（
副
委
員
長  

廣
瀬 　
実
）

９
月
12
日
に
総
務
建
設
委
員
会
を
、
13
日
に
文
教
厚
生
委
員
会
を
行
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
の
詳
細
な
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
っ

た
。
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
。

問

問問

　
　
基
金
の
新
た
な
運
用

に
よ
っ
て
リ
ス
ク
を
伴
う

運
用
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
リ
ス
ク
を
伴
う
運
用

は
な
い
。
都
市
計
画
税
を

関
連
す
る
事
業
に
充
て
る
。

　
　
基
本
世
帯
で
ど
の
く

ら
い
の
値
上
げ
に
な
る
の

か
。
　
　
ひ
と
月
当
た
り
20
㎥

使
用
と
す
れ
ば
、
令
和
７

年
４
月
で
５
０
０
円
、
令

和
９
年
４
月
で
９
５
０
円

の
値
上
げ
と
な
る
。

　
　
下
水
道
事
業
で
は
剰

余
金
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
値
上
げ
を
す
る
の
は
、

ど
う
説
明
す
る
の
か
。

　
　
下
水
道
事
業
は
、
一

般
会
計
よ
り
１
億
１
６
２

０
万
円
の
補
助
金
を
受
け

て
い
る
。
こ
れ
を
解
消
す

る
た
め
。

　
　
阿
久
比
川
の
河
川
水

質
調
査
で
、
３
カ
所
の
大

腸
菌
数
が
、
急
増
し
て
い

る
理
由
は
。

　
　
そ
の
理
由
は
、
調
査

を
し
た
業
者
も
わ
か
ら
な

い
。
今
後
も
高
い
数
値
が

続
く
な
ら
原
因
解
明
の
調

査
を
検
討
す
る
。

　
　
そ
の
環
境
基
準
の
Ｃ

類
型
に
は
、
大
腸
菌
の
基

準
は
な
い
。
基
準
が
な
け

れ
ば
行
政
は
対
策
を
し
な

く
て
よ
い
の
か
。

　
　
原
因
が
わ
か
っ
て
い

る
箇
所
は
、
原
因
者
に
指

導
等
を
行
っ
て
い
る
が
、

指
摘
の
場
所
は
原
因
が
不

明
な
の
で
、
今
後
の
調
査

結
果
に
よ
り
対
応
を
検
討

す
る
。

　
　
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
借
上
料
は
、

10
年
リ
ー
ス
契
約
だ
が
、

そ
れ
を
選
択
し
た
理
由
は
。

　
　
一
括
買
取
と
リ
ー
ス

契
約
を
比
較
し
て
安
い
ほ

う
を
選
択
し
た
。

　
　
剰
余
金
の
処
分
に
つ

い
て
配
分
の
基
準
が
あ
る

か
。
　
　
明
確
な
ル
ー
ル
は
な

い
。
　
　
そ
の
配
分
は
何
を
参

考
に
判
断
し
て
い
る
か
。

　
　
剰
余
金
は
、
全
額
を

減
債
積
立
金
へ
積
み
立
て
、

翌
年
度
の
返
済
に
充
て
る

運
営
と
し
て
い
る
。

（
副
委
員
長  

鈴
村 

算
久
）

問答問答

答

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
案
第
36
号

阿
久
比
町
都
市
計
画
事

業
基
金
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

認
定
第
６
号

令
和
５
年
度
阿
久
比
町
下

水
道
事
業
会
計
剰
余
金
の

処
分
及
び
決
算
の
認
定

認
定
第
１
号

令
和
５
年
度
阿
久
比
町

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
39
号

阿
久
比
町
下
水
道
条
例

の
一
部
改
正

認
定
第
１
号

令
和
５
年
度
阿
久
比
町

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定

議
案
第
40
号

愛
知
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

議
案
第
41
号

令
和
６
年
度
阿
久
比
町

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

問

答

答問答

答

問答 答

問答 問答 問

答答 問問
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結果
山
本
　
恭
久

大
村
　
文
俊

竹
内
　
卓
美

廣
瀬
　
　
実

瀧
塚
　
政
明

都
築
　
清
子

小
柳
み
ゆ
き

新
美
三
喜
雄

伊
東
　
輝
彦

鈴
村
　
算
久

山
本
　
良
輔

新
美
加
寿
奈

竹
内
　
啓
視

中
村
　
　
仁

○：賛成　╳：反対　欠：欠席　̶：議長（議長は採決には加わりません）

▲全ての審議結果
はこちら

件　　　　　名

議
　
　
　
　
　
　
案

認
定

阿久比町国民健康保険条例の一部改正
国民健康保険法の一部が改正されたことに伴い、本条例を改正するもの38

陳
　
　
　
　
　
情

母（王乖彦）が中国で不法に逮捕されている件に関する陳情
定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める陳情書

「再審法（刑事訴訟法の再審規定）の改正を求める意見書の採択を再度要請する」陳情書
「現行の健康保険証とマイナ保険証の両立を求める意見書」の提出を求める陳情書
「訪問看護費の引き下げ撤回と介護報酬引き上げの再改定を早急に求める意見書」の提出を求める陳情書
「介護従事者の処遇改善と確保について早急に求める意見書」の提出を求める陳情書

「新型コロナワクチン健康被害の実態と次世代型コロナｍＲＮＡワクチン(レプリコンワクチン)の危険性に関する
周知」と「ｍＲＮＡワクチン定期接種中止を求める意見書提出」を求める陳情

12
13

14

15
16
17
18

阿久比町下水道条例の一部改正
下水道使用料の額を改正するために、本条例を改正するもの39

愛知県後期高齢者医療広域連合規約の変更

令和5年度阿久比町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

高齢者の医療の確保に関する法律の一部が改正されたことに伴い、
愛知県後期高齢者医療広域連合規約を変更するもの

40

４

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

欠

欠

欠

欠

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

－

－

－

－

可決

可決

可決

認定

令和6年 第3回定例会

賛否が分かれた議案等

●5月30日から8月28日までの間に、7件の陳情を受付しました。

会期：9月4日～20日
議案/条例等7件、補正予算6件、認定6件、同意1件、意見書1件、報告1件、陳情7件

ふる かわ ち ほ

提出
全会一致 定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める意見書

提出者：都 築　清 子  議員

同意
全会一致 教育委員会委員の

任命について（新任） 古 川　千 歩  氏　　　

各議員はこう判断！

議会の意見を国会又は関係行政庁へ提出

議案第38号　「（滞納により）被保険者証の返還を求められ」という箇所が削除された場合、マイナ
保険証は返還できないが、資格確認書は返還を求める規定があるため、現段階で、改正による公平性
が保たれているのか判断できかねるため。

議案第39号　一般家庭の集中する区分の改定倍率が高く、最終段階で1.5倍以上となる。エネル
ギー価格の高騰が家計の負担として重くのしかかる今、低所得世帯への大きな痛手となる。独立採算
の原則で経費回収率を上げること自体、企業会計に分けたためでてきた課題であり「水は国民共有の
財産であり公共性の高いもの」という法の位置付けからも反対する。

議案第40号　現行の保険証であれば、受付窓口に保険証を提出するだけのところ、マイナ保険証で
は、カードを読み取り機にかざし、暗証番号を入力または顔認証、その後２件の同意可否と続く。読
み取りができない場合は「資格情報のお知らせ」を併せて提示する必要があり、現行の保険証の方が
よほど簡単に手続きできると感じるため反対する。

認定第４号　現行の保険証であれば、受付窓口に保険証を提出するだけのところ、マイナ保険証で
は、カードを読み取り機にかざし、暗証番号を入力または顔認証、その後２件の同意可否と続く。読
み取りができない場合は「資格情報のお知らせ」を併せて提示する必要があり、現行の保険証の方が
よほど簡単に手続きできると感じるため反対する。

新美加寿奈 議員反対討論
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９
月
13
日
教
育
委
員
会

よ
り
南
部
小
学
校
に
導
入

予
定
の
階
段
昇
降
車
に
つ

い
て
詳
細
を
聞
い
た
。

　
南
部
小
学
校
の
車
椅
子

利
用
児
童
の
た
め
に
、
当

初
校
舎
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
設
置
す
る
計
画
で
あ
っ

た
が
、
南
部
小
学
校
舎
が

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す

る
た
め
の
建
築
基
準
法
に

適
合
し
て
い
な
い
こ
と
が

判
明
し
、
近
隣
市
町
を
調

査
の
上
、
階
段
昇
降
車
を

導
入
す
る
こ
と
に
決
め
た
。

　
階
段
昇
降
車
は
車
椅
子

に
乗
っ
た
ま
ま
利
用
で
き
、

キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
方
式
で
ス

ム
ー
ズ
に
階
の
移
動
が
可

能
に
な
る
。

　
現
在
は
人
海
戦
術
で
階

段
の
昇
降
を
し
て
い
る
た

め
、
非
常
に
負
担
が
大
き

く
、
危
険
で
も
あ
る
が
、

こ
れ
が
一
気
に
改
善
さ
れ

る
。
　

１
階
〜
２
階
の
一
往
復

に
約
５
分
か
か
り
、
階
段

昇
降
車
の
使
用
中
は
、
他

児
童
の
階
段
使
用
は
で
き

な
い
が
、
こ
れ
で
階
段
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
実
現

す
る
。

（
副
委
員
長  

廣
瀬 　
実
）

　
視
察
目
的
は
、
た
ん
水

被
害
を
防
ぐ
施
設
の
役
割

を
理
解
す
る
た
め
。

視
察
内
容

①
施
設
の
概
要

町
の
た
ん
水
防
除
事
業

で
阿
久
比
川
の
西
側
の

63
・
３
ha
を
受
益
面
積

と
す
る
。
十
ヶ
川
が
増

水
し
た
時
に
稼
働
し
て
、

阿
久
比
川
に
排
水
す
る
。

そ
の
能
力
は
毎
秒
４
・

５
㎥
。

②
運
転
開
始
時
期

令
和
８
年
度
か
ら
を
目

標
と
し
て
い
る
。

③
排
水
機
場
の
有
効
性

・
東
海
豪
雨
級
の
ゲ
リ
ラ

豪
雨
に
対
応
可
能

・
停
電
に
備
え
自
家
発
電

機
を
装
備
し
て
い
る
。

・
浸
水
対
策
と
し
て
、
電

源
類
・
管
理
ス
ペ
ー
ス

を
、
周
辺
道
路
か
ら

２
・
２
ｍ
の
高
さ
に
か

さ
上
げ
し
て
あ
る
。

視
察
結
果

　

浸
水
対
策
・
停
電
対

策
・
ポ
ン
プ
能
力
増
強
に

よ
り
、
た
ん
水
被
害
を
防

止
し
農
業
の
安
定
と
住
民

の
安
全
・
安
心
が
図
れ
る
。

今
後
の
課
題

　
工
事
納
期
の
遵
守
・
地

域
と
の
連
携
・
維
持
管
理

方
法
の
明
確
化
が
必
要
。

※

た
ん
水
と
は
、
農
地
で

作
物
が
水
に
浸
か
っ
て
い

る
状
態
の
こ
と
。

　
新
半
田
病
院
ア
ク
セ
ス

用
暫
定
道
路
と
し
て
改
良

工
事
が
進
行
し
て
い
る
。

供
用
開
始
時
期

　
令
和
７
年　
春

進
捗
状
況

　
現
在
は
予
定
ど
お
り
、

線
路
西
側
の
水
路
付
替
や

桁
下
防
護
の
設
置
が
進
行

中
。
今
後
は
、
側
溝
・
舗

装
工
事
、
高
架
下
盤
下
げ

な
ど
を
進
め
て
い
く
。

（
副
委
員
長  

鈴
村 

算
久
）

常任委員会 視察レポート

新 

排
水
機
場

９
月
12
日

町
道
５
０
４
５
号
線

工
事
現
場

９
月
12
日

階
段
昇
降
車
に

し
た
わ
け
は
？

総務
建設

文教
厚生

巨大・強力な排水ポンプ
人のサイズと比較して！

排水機場の外観（植大）

名鉄高架の西側工事
側溝・舗装工事中

既
存
の
建
築
物
を
改
修
す
る

こ
と
な
く
階
段
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
実
現
可
能

名鉄高架の東側に建設した
桁下防護ゲート（西側にもあり）

※
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７
月
10
日　
豊
中
市

「
子
育
て
し
や
す
さ
№
１
へ
」

　
子
育
て
は
親
が
や
る
も
の
と
い

う
固
定
概
念
か
ら
脱
却
し
子
ど
も

は
社
会
全
体
で
育
て
よ
う
と
い
う

取
組
み
を
公
民
連
携
で
行
っ
て
お

り
市
全
体
で
子
ど
も
の
将
来
の
基

本
と
な
る
力
が
養
え
る
施
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

【
主
な
事
業
】

●
小
学
校
の
早
朝
時
間
開
門

　
こ
ど
も
園
の
預
か
り
時
間
よ
り

小
学
校
の
時
間
が
１
時
間
遅
い

た
め
、
保
護
者
の
声
か
ら
全
校

で
開
始
。

●
子
ど
も
と
そ
の
家
庭
を
社
会
全

体
で
見
守
る
施
策

　
子
ど
も
食
堂
、
学
習
支
援
す
ご

し
場
所
や
体
験
活
動
の
ほ
か
、

そ
の
子
ど
も
に
あ
っ
た
居
場
所

の
拡
充
。
意
欲
向
上
、
風
呂
の

入
り
方
な
ど
生
活
の
基
本
が
で

き
る
支
援
な
ど
。

７
月
11
日　
大
阪
市

「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
」

　

全
校
園
・
多
様
化
す
る
相
談

ニ
ー
ズ
に
応
じ
る
た
め
外
部
人
材

を
登
用
し
指
導
支
援
の
質
的
向
上

を
図
っ
て
い
る
。

　

10
年
ほ
ど
前
に
「
大
空
小
学

校
」
が
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
で

全
国
的
に
話
題
と
な
っ
た
。
今

や
、
こ
の
小
学
校
が
特
別
な
学
校

で
は
な
く
、
市
内
ど
こ
の
学
校
で

も
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
は
行
わ

れ
て
い
る
。

　
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
と
一
緒

に
学
ぶ
環
境
は
「
か
わ
い
そ
う
」

な
の
で
は
な
く
「
友
達
だ
か
ら
」

と
柔
軟
に
捉
え
て
お
り
、
同
じ
場

所
で
共
に
達
成
感
を
持
て
る
教
育

を
行
っ
て
い
る
。

　
ど
こ
の
地
域
に
あ
っ
て
も
柔
軟

な
人
間
教
育
が
求
め
る
ら
れ
る
と

感
じ
た
。

（
文
教
厚
生
委
員
長　
都
築 

清
子
）

文
教
厚
生
委
員
会

行
政
視
察
報
告

　

８
月
５
日
、
恒
例
の
愛
知
県
町
村
議

会
広
報
研
修
会
に
編
集
委
員
５
名
で
、

本
町
の
議
会
だ
よ
り
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

含
め
、
議
会
広
報
に
つ
い
て
受
講
し

た
。
参
加
市
町
は
、
19
市
町
（
１
１
８

名
）
で
、
特
に
議
会
だ
よ
り
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
依
頼
し
た
10
市
町
は
、
講
師

の
厳
し
い
指
導
の
中
、
時
折
の
ほ
め
言

葉
も
あ
り
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

　

本
町
の
参
加
も
連
続
４
回
目
と
な

り
、
毎
年
改
善
を
重
ね
、
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
指
摘
の
方
向
性
も
明
確
に
な
り
つ
つ

あ
る
。

議
会
だ
よ
り
の
発
刊
目
的

①
誰
の
た
め
の

何
の
た
め
の

議
会
広
報
か

②
住
民
と
議
会

と
の
関
係
性

を
築
く

③
住
民
と
の
情

報
共
有
か
ら

参
加
・
協
働

へ
と
導
く

　

こ
の
原
点
を
大
切
に
今
後
、
住
民
と

の
広
聴
の
在
り
方
を
探
っ
て
い
き
た

い
。

（
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会
委
員
長

  

新
美
三
喜
雄
）

議
会
広
報
を
学
ぶ

7月
から
9月町議会では
　 こんな活動をしました

　

９
月
11
日
気
象
予
報
士

の
廣
山
慎
吾
氏
を
迎
え
、

「
気
象
情
報
を
活
用
し
て

災
害
か
ら
地
域
を
守
る
に

は
」
と
題
し
た
講
演
会
に

参
加
し
た
。

　

そ
の
な
か
で
も
気
に

な
っ
た
も
の
は
、
近
年
よ

く
話
題
に
な
っ
て
い
る
線

状
降
水
帯
で
あ
る
。

　

気
象
庁
は
令
和
12
年

（
２
０
３
０
年
）
を
目
標
と

し
て
、
線
状
降
水
帯
の
発

生
・
停
滞
の
予
測
精
度
向

上
に
よ
り
、
集
中
豪
雨
の

可
能
性
を
高
い
確
度
で
予

測
し
、
明
る
い
う
ち
か
ら

の
避
難
な
ど
、
早
期
の
警

戒
と
避
難
を
可
能
に
す
る

こ
と
を
目
標
に
技
術
開
発

を
進
め
て
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ

ま
だ
線
状
降
水
帯
に
よ
る

豪
雨
災
害
は
全
国
各
地
で

多
発
し
て
い
る
。

　

一
刻
も
早
い
集
中
豪
雨

の
高
確
率
予
測
が
で
き
る

こ
と
が
待
た
れ
る
。

（
山
本　
良
輔
）

阿
久
比
町
議
会

防
災
講
演
会
を
聴
講
し
て

視
察
を
受
け
入
れ

ま
し
た
！

●
７
月
12
日

　

京
都
府
綴
喜
郡
宇
治
田

原
町
議
会（
文
教
厚
生
常

任
委
員
会
）の
皆
様

●
７
月
30
日

　
三
重
県
熊
野
市
議
会（
総

務
厚
生
常
任
委
員
会
）の

皆
様

●
８
月
８
日

　
神
奈
川
県
三
浦
郡
葉
山
町

議
会（
有
志
議
員
団
）の
皆

様

「子育ての社会化の推進」
総務省の統計によると約４割の子育て世帯が
仕事と子育てを両立するうえで体力的、精神
的に余裕がないという結果から自治体として
子ども施策充実・強化へ
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体育館基本構想着手。

議会だより第180号（令和元年2月1日）掲載

体育館のあり方について町民と話し合
える町民会議を開催し、体育館建設基
本構想に取り組む。

財政状況を考えると、すぐに体育館建設
は難しいことから、当面は交流センター多
目的体育室を利用する。「体育館建設を考
える町民会議」からの意見を参考に体育
館のあり方について調査・研究を進める。

01

観光協会はどのような将来を描
いているか。

町の魅力づくり
議会だより第182号（令和元年8月1日）掲載

将来的には自立した観光関係事業者の
集合体として積極的に活動が行われる
べきと考える。

現在、事務局員が役員と都度協議しなが
ら様々なイベントに出店し、阿久比町の観
光PRについて、町内外に発信している。

現在は02

太陽光パネル使用後の廃棄処分
方法。

太陽光発電の実態と対策
議会だより第187号（令和2年11月1日）掲載

経済産業省が廃棄費用を積み立てるこ
とを2022年7月までに制度化するとし、
中部経済産業局は現在すでに廃棄費用
を積み立てることを指導している。

再生可能エネルギー電気の利用の促進に関す
る特別措置法第15条の6において、解体等に要
する費用に充てるための金銭を解体等積立金
として積み立てなければならないと規定されて
いる。本町も国の制度に従い、指導していく。

現在は04

小中学校のGIGAスクール
議会だより第189号（令和3年5月1日）掲載

解決しなければならない課題が多くあ
る。出席扱いについては、課題を一つず
つ解決したうえで考えていく。

令和7年度からGIGAスクール構想第2
期が計画され、ICTを活用した学習指導
等は整備されつつあるが、一方で出席の
扱いについても、柔軟に取り扱うように
適宜見直しをしており、不登校の児童・生
徒に寄り添った対応をしている。

現在は05

刈草・剪定枝の資源化
議会だより第183号（令和元年11月1日）掲載

紙ごみは重量もあり住民の利便性を確
保するため検討する。刈草・剪定枝は近
隣の市町の実施内容や事業費を参考に
慎重に検討する。

刈草・剪定枝の資源としての回収を令和５
年５月より開始し、可燃ごみの減量化を
図っている。紙ごみの資源化については
今後も検討していく。

現在は03
まずは紙ごみ、刈草・剪定枝だけで
も企業と連携し資源化する施策。

不登校児童・生徒に対しオンライ
ン学習で一定の基準を設け、出
席扱いにできないか。

現在は次世代につなぐ確かなまちづくり

追跡
レポート どうなった！どうなった！あの答弁はあの答弁は
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ここが
聞きたい 町政を問う

一般質問

今議会では、９月５日㈭・６日㈮に、６名の議員が一般質問を行いました。
一般質問は、町政全般にわたって、執行機関（町側）に疑問点をただすものです。
事前に議長に通告した内容を、受付順に本会議場で質問します。
次のページから、本会議場での質疑の概要を１人１ページで、掲載しています。
質疑の概要については質問者が要約し、編集委員が構成しています。

ページ 議員名 質問項目ページ 議員名 質問項目

にい み み き お

新美三喜雄12
１．主産業である農業政策の今後
２．急傾斜地にある住宅の防災・
減災対策　

たけうち

竹内
　ひろ し

啓視10 １．創業支援の現状と今後の計画
２．中小企業への支援と今後の計画

すずむら

鈴村
　かずひさ

算久15 １．刈草・剪定枝回収事業の検証
と今後の改善策

こやなぎ

小柳みゆき13
１．灯籠に関する事業の予定
２．幼保小中一貫教育プロジェクト
に係る体力向上と外国語活動

３．庁舎にキッズスペースを

にい み か ず な

新美加寿奈14
１．平和のまち宣言関連施策
２．ほくぶ幼稚園廃園に伴う園の
再編

今回の傍聴人数 延べ 52人

答弁者

各議員が質問した記事に関連するSDGsの
目標アイコンが掲載されています。

…町長 　　　　…副町長 　　 　  …教育長　　 …総務部長　　 …民生部長　　 …建設経済部長　　 …教育部長

11
１．「聞こえづらさ」の予防と窓口支援
２．熱中症予防対策
３．学童保育委託事業者への補助

つ づ き

都築　
きよ こ

清子

09

各議員の
通告書は
こちら

各議員の
通告書は
こちら



　
阿
久
比
町
を
「
夢
の
あ
る

ま
ち
」
に
す
る
に
は
、
様
々

な
角
度
か
ら
検
討
し
、
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

そ
の
一
つ
と
し
て
、
町
内
で

創
業
を
目
指
し
て
い
る
方
へ

の
支
援
や
、
既
存
の
経
営
者

へ
の
支
援
が
あ
る
。

　
そ
の
支
援
を
目
に
見
え
る

形
に
し
て
、
町
民
か
ら
愛
さ

れ
る
企
業
に
で
き
な
い
か
、

ま
た
郷
土
愛
を
育
む
一
助
と

な
ら
な
い
か
、
と
考
え
て
い

る
。

　
　
創
業
支
援
事
業
計
画
に

お
い
て
、
過
去
５
年
間
の
支

援
状
況
。

　
　
　
本
町
の
創
業
支
援
事

業
計
画
に
お
け
る
町
商
工
会

に
よ
る
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
は
、

令
和
元
年
度
は
１
件
、
２
年

度
及
び
３
年
度
は
０
件
、
４

年
度
は
２
件
、
５
年
度
は
０

件
で
あ
る
。

　
　
創
業
支
援
事
業
信
用
保

証
料
補
助
金
制
度
に
お
い
て
、

過
去
５
年
間
の
利
用
状
況
。

　
　
　
本
制
度
の
過
去
５
年

間
の
利
用
は
な
い
。

　
　
資
金
調
達
に
お
い
て
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

事
業
内
容
が
オ
ー
プ
ン
に
な

り
、
町
民
か
ら
の
支
援
も
得

ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、

町
と
し
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
的

な
動
き
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
資
金
調
達
に
お
い
て

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

は
有
効
な
手
段
の
一
つ
だ
が
、

町
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
的
な
立

場
で
支
援
す
る
こ
と
は
検
討

し
て
い
な
い
。

　
　
創
業
支
援
で
の
課
題
と

今
後
の
計
画
。

　
　
　
創
業
支
援
で
の
課
題

と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
は
、

創
業
希
望
者
そ
れ
ぞ
れ
が
抱

え
る
課
題
は
大
き
く
異
な
り

一
つ
の
支
援
で
は
難
し
い
た

め
、
ま
ず
は
創
業
希
望
者
に

適
切
な
相
談
窓
口
を
紹
介
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
町

商
工
会
の
経
営
指
導
員
等
に

相
談
す
る
こ
と
を
お
勧
め
す

る
。
　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
等
の
利
用
の
支
援
は
町
商

工
会
と
情
報
共
有
し
、
創
業

支
援
に
対
す
る
新
た
な
支
援

策
は
、
町
商
工
会
等
と
の
連

携
の
中
で
検
討
す
る
。

　
　
県
や
町
に
お
い
て
、
中

小
企
業
へ
の
資
金
面
の
支
援

制
度
が
複
数
あ
る
が
、
利
用

状
況
は
。

　
　
　
町
内
の
中
小
企
業
が

資
金
を
円
滑
に
融
資
で
き
る

よ
う
、
６
取
扱
金
融
機
関
８

支
店
へ
運
用
資
金
を
預
託
す

る
小
規
模
企
業
等
振
興
資
金

融
資
制
度
の
５
年
度
の
利
用

状
況
は
14
件
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
制
度
で
融
資

を
受
け
た
中
小
企
業
の
信
用

保
証
料
を
支
援
す
る
保
証
料

補
給
補
助
制
度
の
５
年
度
の

申
請
件
数
は
16
件
で
、
総
額

66
万
３
０
０
円
を
補
助
し
た
。

現
在
、
町
内
の
中
小
企
業
等

を
支
援
す
る
事
業
者
電
気
・

ガ
ス
料
金
高
騰
対
策
支
援
事

業
補
助
金
を
11
月
末
ま
で
受

け
付
け
て
い
る
。

　
　
異
業
種
マ
ッ
チ
ン
グ
の

よ
う
な
ア
イ
デ
ア
な
ど
の
支

援
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
町
単
独
で
の
異
業
種

マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
は
、
町
内

の
事
業
所
数
な
ど
の
規
模
感

か
ら
す
る
と
、
難
し
い
と
考

え
る
。
町
商
工
会
で
は

「
食
」
を
通
じ
た
産
業
間
の

連
携
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
に
、
異
業
種
交
流
会
を

開
催
し
て
い
る
。
町
内
の
中

小
企
業
者
に
は
、
町
商
工
会

の
会
員
と
な
り
、
会
員
間
の

交
流
か
ら
新
た
な
ア
イ
デ
ア

の
創
出
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
。

　
　
中
小
企
業
へ
の
支
援
に

関
す
る
課
題
と
今
後
の
計
画
。

　
　
　
町
商
工
会
で
は
、
地

域
内
の
事
業
者
へ
の
巡
回
訪

問
等
に
よ
り
、
事
業
者
が
抱

え
る
経
営
課
題
の
把
握
と
解

決
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
引
き
続
き
、
町
商
工

会
や
様
々
な
関
係
団
体
と
連

携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の

活
動
を
支
援
し
て
行
く
中
で
、

町
内
の
中
小
企
業
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
支
援
策
を
検
討

す
る
。

創業支援の現状と今後の計画は
町商工会と情報共有し連携して対応する

中
小
企
業
へ
の
支
援
と
今
後
の
計
画
は

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
支
援
策
を

検
討
す
る

竹内　啓視 議員
（幸福実現党）

たけうち ひろ し

阿
久
比
町
商
工
会

問答問答

問答問答

問答問答

問答

強靭なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化
の促進及びイノベーションの推進を図る

産業と技術革新の基盤をつくろう 10



　
聴
覚
機
能
の
低
下
に
よ
り
、

対
人
関
係
に
も
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
が
あ
る
。
早
め
に

聴
覚
機
能
の
低
下
に
気
づ
き
、

適
切
な
対
応
を
と
る
こ
と
で

音
声
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
質
が
改
善
さ
れ
る
。

　
　
フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
で

ア
プ
リ
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ

フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
も
加
え

て
は
。

　
　
　
聴
力
に
異
常
を
感
じ

た
と
き
に
、
ス
ム
ー
ズ
に
医

師
の
診
察
に
つ
な
げ
ら
れ
る

よ
う
町
医
師
団
に
意
見
を
聞

き
な
が
ら
進
め
る
。

　
　
ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル

の
周
知
方
法
。

　
　
　
認
知
症
予
防
の
た
め

に
も
、
高
齢
者
の
集
い
の
場

な
ど
で
高
齢
者
と
そ
の
周
囲

の
方
々
に
周
知
し
て
い
く
。

　
　
窓
口
に
老
眼
鏡
の
設
置

が
あ
る
よ
う
に
、
聞
こ
え
づ

ら
さ
を
軽
減
で
き
る
と
さ
れ

て
い
る
「
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ

ン
」
の
設
置
。

　
　
　
窓
口
で
の
聞
こ
え
づ

ら
さ
を
緩
和
す
る
た
め
の
支

援
ツ
ー
ル
は
、
住
民
が
多
く

の
手
段
を
選
択
で
き
る
こ
と

が
大
切
な
た
め
、「
軟
骨
伝

導
イ
ヤ
ホ
ン
」
に
つ
い
て
も

有
用
性
や
必
要
性
に
つ
い
て

調
査
研
究
し
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め
る
。

　
酷
暑
か
ら
住
民
や
職
員
を

守
る
取
り
組
み
。

　
　
熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ

ー
ト
が
発
信
さ
れ
た
場
合
の

周
知
方
法
。

　
　
　
ア
グ
ナ
ビ
等
に
よ
り

周
知
す
る
と
と
も
に
、
関
係

団
体
に
も
伝
達
す
る
。

　
　
本
町
の
公
共
施
設
や
商

業
施
設
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
「
あ
ぐ
い
ク
ー
リ
ン
グ
シ

ェ
ル
タ
ー
」
の
指
定
。

　
　
　
設
置
基
準
に
適
合
し

た
公
共
施
設
の
登
録
を
進
め
、

民
間
の
受
け
入
れ
可
能
施
設

の
募
集
を
行
い
、
協
定
締
結

を
検
討
す
る
。

　
　
暑
さ
の
中
で
作
業
を
す

る
職
員
、
交
通
指
導
員
な
ど

へ
「
フ
ァ
ン
付
き
ベ
ス
ト
」

の
支
給
。

　
　
　
交
通
指
導
員
に
は
フ

ァ
ン
付
き
ベ
ス
ト
を
貸
与
し

て
い
る
。
職
員
に
も
フ
ァ
ン

付
き
ベ
ス
ト
の
貸
与
や
熱
中

症
予
防
対
策
グ
ッ
ズ
の
購
入

な
ど
を
考
え
て
い
く
。

　
学
童
保
育
児
委
託
事
業
者

は
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に

過
ご
す
た
め
成
長
の
一
翼
を

担
っ
て
い
る
。
そ
の
努
力
へ

の
補
助
。

　
　
一
定
の
研
修
を
受
講
し

た
学
童
保
育
の
職
員
に
対
し

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
報
酬
の
補

助
を
す
る
見
解
。

　
　
　
町
か
ら
の
運
営
委
託

料
が
近
隣
市
町
に
比
べ
て
低

い
水
準
の
た
め
、
同
水
準
に

な
る
ま
で
引
き
上
げ
た
の
ち
、

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
報
酬
の
補

助
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
　
よ
り
良
い
施
設
運
営
の

た
め
に
学
童
保
育
施
設
に
修

繕
費
の
補
助
。

　
　
　
国
や
県
の
補
助
対
象

の
大
規
模
改
修
工
事
補
助
は

実
施
し
て
い
る
が
、
不
備
箇

所
な
ど
の
修
繕
費
補
助
は
実

施
し
て
い
な
い
。
今
後
も
各

事
業
者
に
学
童
保
育
事
業
を

継
続
実
施
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
他
市
町
の
補
助
制
度
な

ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
検
討

す
る
。

「聞こえづらさ」の予防と窓口支援を
「軟骨伝導イヤホン」の有用性など調査する

学
童
保
育
委
託
事

業
者
へ
の
補
助
は

他
市
町
の
補
助
制

度
を
参
考
に
す
る

熱
中
症
予
防
対
策
は

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
を

検
討
す
る都築　清子 議員

（公明党）

つづき きよ こ

用語解説

　耳の穴の軟骨に伝わる振動で
軟骨がスピーカーの役目をして
音を感じるもの。

軟骨伝導イヤホン

用語解説

　誰もが利用できる暑さをしのげる
施設として市町村が指定した施設の
こと。

クーリングシェルター

問

問答問

問

答

答

答問答問答

問問 答答

あらゆる年齢のすべての人々のけんこうてきな生活を
確保し、福祉を促進する

すべての人に健康と福祉を
包摂的で安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間居
住を実現する

住み続けられるまちづくりを11



　
第
６
次
阿
久
比
町
総
合
計

画
に
基
づ
い
た
令
和
６
年
度

の
施
政
方
針
「
未
来
へ
つ
な

ぐ
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
」
の

中
の
農
業
振
興
施
策
に
つ
い

て
問
う
。

　
　
河
川
・
た
め
池
・
農
地

は
、
本
町
を
特
徴
づ
け
る
緑

の
骨
格
で
あ
る
こ
と
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
継
続
的
施
策
が

必
要
か
。

　
　
　
町
内
の
主
要
河
川
は
、

河
川
整
備
計
画
に
沿
っ
て
、

県
に
対
し
て
事
業
促
進
や
適

切
な
維
持
管
理
を
要
望
す
る
。

た
め
池
は
、
引
き
続
き
町
と

地
域
で
連
携
し
て
維
持
管

理
・
保
全
に
努
め
る
。
農
地

の
耕
作
放
棄
地
及
び
遊
休
地

の
解
消
の
た
め
、
認
定
農
業

者
等
に
集
積
・
集
約
を
図
り
、

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事

業
に
よ
り
、
農
地
の
保
全
を

図
る
。

　
　
現
在
の
全
農
地
面
積
の

内
、
耕
作
農
地
・
遊
休
農
地

（
耕
作
放
棄
地
含
む
）
の
面

積
の
各
比
率
は
。

　
　
　
東
海
農
林
水
産
統
計

年
報
に
よ
れ
ば
、
令
和
５
年

度
に
お
け
る
本
町
の
耕
地
面

積
は
７
９
７
ha
で
、
農
業
委

員
会
に
よ
る
令
和
５
年
度
の

荒
廃
農
地
調
査
で
は
、
荒
廃

農
地
の
面
積
は
約
28
・
２
ha

で
、
そ
の
比
率
は
約
３
・
５

％
で
あ
る
。

　
　
令
和
５
年
度
に
検
討
を

進
め
る
と
公
言
さ
れ
た
農
業

用
水
管
の
漏
水
修
繕
の
支
援

策
の
進
捗
は
。

　
　
　
令
和
５
年
度
に
農
業

用
水
管
の
漏
水
等
修
繕
事
業

に
対
し
、
公
共
性
及
び
緊
急

性
の
高
い
事
業
に
要
す
る
経

費
の
½
以
内
で
、
上
限
１
０

０
万
円
を
助
成
す
る
「
愛
知

用
水
管
緊
急
修
繕
対
策
事
業

補
助
金
」
を
補
助
メ
ニ
ュ
ー

に
追
加
し
た
。
令
和
５
年
度

で
は
、
２
地
区
に
対
し
て
総

額
約
85
万
円
を
助
成
し
た
。

　
　
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
制
度
の
対
象
と
し
て
い
る

農
地
面
積
は
、
令
和
２
年
度

ベ
ー
ス
で
全
農
地
面
積
の

42
・
８
％
で
あ
っ
た
が
、
さ

ら
に
増
や
す
た
め
の
施
策
は
。

　
　
　
令
和
６
年
度
の
多
面

的
機
能
支
払
交
付
金
制
度
の

対
象
農
地
面
積
は
４
２
６
ha

で
、
全
農
地
面
積
の
約
53
・

４
％
で
あ
る
。
こ
の
制
度
を

活
用
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
取

り
組
む
こ
と
で
、
地
域
の
活

性
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
・
強
化
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

　
　
農
業
委
員
・
多
面
的
機

能
組
織
・
農
業
者
及
び
そ
の

担
い
手
に
よ
る
地
域
計
画
の

取
り
組
み
方
に
課
題
が
あ
る

が
、
昨
年
の
答
弁
で
の
モ
デ

ル
地
区
の
設
定
等
の
進
捗
は
。 　

　
　
板
山
地
区
を
モ
デ
ル

地
区
と
し
た
。
地
域
計
画
は
、

地
域
の
担
い
手
が
「
守
る
べ

き
農
地
」
と
「
守
り
切
れ
な

い
農
地
」
を
線
引
き
し
、
自

給
的
農
家
や
新
た
な
多
様
な

形
で
農
業
に
関
わ
る
方
の
意

見
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、

徐
々
に
完
成
度
を
高
め
て
い

き
た
い
。

　
　
中
間
管
理
機
構
の
申
請

に
欠
か
せ
な
い
担
い
手
を
確

保
す
る
た
め
に
、
ど
ん
な
施

策
や
仕
組
み
が
必
要
か
。

　
　
　
本
町
で
は
、
農
商
工

連
携
講
演
会
や
田
植
え
体
験
、

ト
ラ
ク
タ
ー
試
乗
体
験
な
ど

農
業
者
と
消
費
者
と
の
交
流

を
図
る
「
農
業
ま
つ
り
」
を

行
っ
て
い
る
。
本
町
の
農
業

や
農
畜
産
物
に
つ
い
て
、
情

報
を
発
信
す
る
こ
と
で
興
味

関
心
が
高
ま
り
、
担
い
手
の

確
保
や
就
農
に
つ
な
が
れ
ば

と
考
え
る
。

　
危
険
な
区
域
を
防
災
マ
ッ

プ
に
記
載
し
住
民
に
広
く
周

知
を
図
っ
て
い
る
が
、
愛
知

県
下
の
急
傾
斜
地
法
に
よ
る

整
備
率
は
21
・
５
％
で
、
本

町
は
そ
れ
を
下
回
っ
て
い
る
。

　
　
対
象
の
危
険
区
域
の
住

民
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
対

策
を
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
指
定
区
域
に
対
す

る
連
絡
網
の
作
成
や
更
新
の

依
頼
、
避
難
訓
練
の
実
施
を

検
討
し
、
行
政
協
力
員
会
な

ど
で
制
度
の
説
明
を
行
い
、

要
望
を
県
に
届
け
る
。

かじをきれ！大事な農業政策を
担い手とつなぐ地域計画を急ぐ

急
げ
！

急
傾
斜
地
の

防
災
対
策
を

防
災
ル
ー
ル
の

　
　

策
定
を
急
ぐ

宮
津
地
域
資
源
保
全
の
会
の
活
動

（
多
面
的
機
能
活
動
団
体
）

新美三喜雄 議員
（新済会）

にい み み き お

問答

問答

問

答

問答

問答

問答

問答

強靭なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化
の促進及びイノベーションの推進を図る

産業と技術革新の基盤をつくろう
気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を
講じる

気候変動に具体的な対策を 12



　
令
和
５
年
の
白
沢
ホ
タ
ル

の
里
の
灯
籠
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
で
は
予
想
を
上
回
る
来
場

で
渋
滞
が
お
き
、
多
く
の
課

題
が
浮
上
し
た
。

　
今
後
の
灯
籠
に
関
す
る
事

業
の
改
善
の
進
捗
を
伺
う
。

　
　
開
催
の
時
期
・
場
所
・

渋
滞
緩
和
の
た
め
の
方
策
。

　
　
　
　
　
昨
年
は
周
辺
道

路
の
渋
滞
で
多
く
の
方
に
迷

惑
を
か
け
た
。

　
場
所
を
見
直
し
、
駐
車
場

が
多
い
阿
久
比
ス
ポ
ー
ツ
村

で
冬
の
時
期
に
開
催
を
予
定
。

関
係
機
関
と
協
議
・
調
整
を

図
り
な
が
ら
、
昨
年
度
以
上

に
多
く
の
皆
様
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

　
　
白
沢
ホ
タ
ル
の
会
と
観

光
協
会
・
商
工
会
等
と
の
連

携
。
　
　
　
　
　
関
係
団
体
で
構

成
す
る
実
行
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
、

観
光
協
会
や
商
工
会
に
は
、

来
場
者
に
飲
食
の
提
供
が
で

き
る
よ
う
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な

ど
の
出
店
を
依
頼
す
る
。
来

場
者
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
、
３
者
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
持
っ
て
、
準
備
を

進
め
た
い
。

　
誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で

き
る
役
場
と
し
て
、
以
前
か

ら
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
の
設
置

を
提
案
し
て
き
た
。

　
特
に
小
さ
い
子
ど
も
を
連

れ
て
役
場
に
行
っ
た
場
合
、

「
子
ど
も
を
静
か
に
待
た
せ

る
の
に
困
る
」「
走
り
回
っ

て
危
険
」
な
ど
の
理
由
で
キ

ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
が
欲
し
い
と

い
う
意
見
は
多
い
。

　
　
新
庁
舎
の
建
設
計
画
時

に
設
置
案
が
あ
っ
た
と
聞
い

た
。
無
く
な
っ
た
理
由
。

　
　
　
　
　
建
設
費
の
高
騰

が
社
会
全
般
と
し
て
生
じ
た

こ
と
か
ら
、
工
事
費
を
抑
制

す
る
た
め
、
建
物
の
規
模
の

縮
小
を
図
る
な
か
で
キ
ッ
ズ

ス
ペ
ー
ス
設
置
を
断
念
し
た
。

　
　
設
置
を
希
望
す
る
住
民

が
い
る
が
設
置
の
検
討
は
。

　
　
　
　
　
１
階
フ
ロ
ア
の

現
状
で
は
、
安
全
に
配
慮
し

た
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

で
き
る
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
を

設
置
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

り
、
庁
舎
内
に
キ
ッ
ズ
ス
ペ

ー
ス
を
設
置
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。

　
今
後
も
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

窓
口
サ
ー
ビ
ス
で
効
率
よ
く

手
続
き
を
進
め
、
親
し
ま
れ

る
窓
口
対
応
を
心
が
け
て
い

く
。

　
　
幼
保
小
中
一
貫
教
育
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
二
つ
の
部
が

新
設
さ
れ
た
経
緯
と
取
り
組

み
。
　
　

 

体
力
向
上
推
進
部

　
こ
こ
数
年
、
小
中
学
校
の

体
力
運
動
能
力
調
査
結
果
の

県
平
均
が
、
全
国
平
均
を
下

回
っ
て
い
る
。
運
動
を
す
る

子
と
し
な
い
子
の
二
極
化
が

見
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
健

康
維
持
・
体
力
増
強
を
図
る

た
め
、
新
た
に
創
設
し
た
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
は
、

基
本
的
な
動
作
を
段
階
的
に

子
ど
も
た
ち
に
身
に
つ
け
さ

せ
る
よ
う
授
業
に
取
り
入
れ

て
い
る
。
幼
稚
園
、
保
育
園

で
は
、
普
段
か
ら
、
体
を
使

っ
た
遊
び
や
活
動
を
各
年
齢

で
行
っ
て
い
る
。

 

外
国
語
活
動
部

　

小
学
校
３
・
４
年
生
で

「
外
国
語
活
動
」
が
必
修
と

な
り
、
５
・
６
年
生
で
「
外

国
語
（
英
語
）」
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
小
中
学
校
の
つ

な
が
り
を
意
識
し
た
外
国
語

（
英
語
）
教
育
の
取
り
組
み

を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
は
、

幼
稚
園
・
保
育
園
で
も
絵
本

や
、
手
遊
び
・
体
操
な
ど
で

外
国
語
に
ふ
れ
る
機
会
を
創

出
し
て
い
る
。
小
学
校
低
学

年
は
、
英
語
遊
び
な
ど
で
外

国
語
に
触
れ
る
機
会
を
設
け
、

小
学
校
高
学
年
は
、
専
科
指

導
教
員
の
配
置
、
教
科
担
任

制
に
よ
り
、
児
童
が
外
国
語

（
英
語
）
を
用
い
て
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、

積
極
的
に
英
語
を
使
お
う
と

す
る
意
欲
を
育
ん
で
い
け
る

よ
う
努
め
て
い
く
。

　
こ
れ
ら
一
連
の
取
り
組
み

を
受
け
て
、
中
学
校
に
お
い

て
は
、
将
来
的
に
英
検
３
級

相
当
の
英
語
力
を
有
す
る
生

徒
数
の
増
加
を
目
指
し
て
い

く
。

灯籠に関する事業の予定は
より楽しめる事業へ

庁
舎
に
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
を

設
置
は
困
難

武豊町役場１階 キッズスペース

小柳みゆき 議員
（桜海会）

こ やなぎ

体
力
向
上
と
外
国
語
活
動
は

さ
ら
に
向
上
を
目
指
す

問問 答
副
町
長

問

問

問 答
副
町
長

答
副
町
長

答
教
育
長

答
副
町
長

全ての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育を提
供し、生涯学習の機会を促進する

質の高い教育をみんなに
包摂的で安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間居
住を実現する

住み続けられるまちづくりを13



　
県
内
唯
一
の
町
立
幼
稚
園

で
あ
る
ほ
く
ぶ
幼
稚
園
が
、

令
和
10
年
度
を
も
っ
て
廃
園

す
る
。
今
後
、
令
和
８
年
度

よ
り
町
立
の
１
つ
の
保
育
園

を
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
す

る
こ
と
で
、
幼
稚
園
枠
を
必

要
と
す
る
家
庭
に
対
応
し
て

い
く
と
の
こ
と
だ
が
、
ほ
く

ぶ
幼
稚
園
、
新
こ
ど
も
園
を

は
じ
め
と
し
た
町
内
の
保
育

所
に
通
う
す
べ
て
の
園
児
と

そ
の
家
庭
に
と
っ
て
最
善
の

方
法
を
問
う
。

　
　
令
和
７
年
度
ほ
く
ぶ
幼

稚
園
の
３
歳
児
ク
ラ
ス
入
園

願
書
配
布
期
間
に
、
お
よ
そ

何
部
の
願
書
が
配
布
さ
れ
た

か
。
　
　
　
子
育
て
支
援
課
の
窓

口
で
14
部
、
ほ
く
ぶ
幼
稚
園

で
８
部
、
合
計
22
部
を
配
布

し
、
申
し
込
み
は
19
人
。

　
　
新
こ
ど
も
園
と
な
る
保

育
園
と
、
そ
の
選
定
基
準
は
。

　
　
　
立
地
条
件
や
現
在
の

保
育
体
制
の
ほ
か
、
増
設
工

事
が
不
要
で
、
現
状
の
建
物

で
部
屋
数
や
定
員
に
余
裕
が

あ
る
保
育
園
を
候
補
と
考
え

て
い
る
。

　
　
新
こ
ど
も
園
と
な
る
保

育
園
で
は
、
幼
稚
園
枠
を
設

け
る
こ
と
に
伴
っ
て
、
今
後

の
園
児
募
集
人
数
や
ク
ラ
ス

編
成
等
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

　
　
　
新
た
な
こ
ど
も
園
に
、

幼
稚
園
枠
を
設
け
る
こ
と
に

合
わ
せ
、
町
全
体
の
保
育
園

の
定
員
を
見
直
す
。
幼
稚
園

枠
は
３
〜
５
歳
児
各
１
ク
ラ

ス
の
園
児
数
確
保
を
考
え
て

い
る
。

　
　
新
こ
ど
も
園
と
な
る
保

育
園
は
、
現
状
の
ま
ま
で
児

童
福
祉
施
設
最
低
基
準
を
満

た
し
た
も
の
と
な
る
か
。

　
　
　
既
設
の
公
立
保
育
園

の
中
か
ら
児
童
福
祉
施
設
最

低
基
準
並
び
に
愛
知
県
が
定

め
る
こ
ど
も
園
の
設
置
基
準

に
合
う
園
を
選
定
す
る
。

　
本
町
は
、
令
和
５
年
11
月

３
日
の
阿
久
比
町
制
70
周
年

記
念
式
典
に
て
「
阿
久
比
町

平
和
の
ま
ち
宣
言
」
を
行
な

っ
た
。

　
恒
久
平
和
を
願
う
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
、
宣
言
本
文

に
「
安
全
・
安
心
・
安
定
の

暮
ら
し
を
次
の
世
代
の
子
ど

も
た
ち
に
し
っ
か
り
と
つ
な

ぐ
こ
と
は
、
わ
た
し
た
ち
阿

久
比
町
民
の
重
大
な
責
務
で

す
」
と
あ
る
と
お
り
、
ど
の

よ
う
に
行
動
す
る
か
が
大
切

だ
と
考
え
る
。

　
　
令
和
６
年
度
予
算
の
う

ち
、
平
和
の
ま
ち
宣
言
に
関

連
す
る
も
の
、
平
和
事
業
の

た
め
の
新
た
な
予
算
は
。

　
　
　
令
和
６
年
度
阿
久
比

町
予
算
の
う
ち
、
平
和
の
ま

ち
宣
言
に
関
連
し
て
特
別
に

予
算
措
置
し
た
も
の
や
平
和

事
業
の
た
め
の
新
た
な
予
算

は
な
い
。

　
　
平
和
首
長
会
議
提
供
の

原
爆
ポ
ス
タ
ー
展
を
多
く
の

住
民
に
広
く
知
っ
て
も
ら
う

た
め
の
工
夫
は
。

　
　
　
広
報
や
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
の
事
前
周
知
な
ど
、

平
和
の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
展

が
よ
り
目
に
留
ま
り
関
心
を

も
て
る
よ
う
検
討
す
る
。

ほくぶ幼稚園廃園、その後は
基準に合う園、新こども園へ

平
和
の
ま
ち
宣
言
の
関
連
施
策
は

新
た
な
も
の
は
ま
だ
な
い

現在のほくぶ幼稚園。
令和10年度末までに園舎を解体し、地主へ返還する予定。

新美加寿奈 議員
（JCPあぐい）

にい み か ず な

問

問

問

問

問

答問答

答

答

答答

平和と公平をすべての人に
持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、す
べての人々に司法へのアクセスを提供し、あらゆるレベルに
おいて効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する

全ての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育を提
供し、生涯学習の機会を促進する

質の高い教育をみんなに 14



　
令
和
５
年
５
月
か
ら
、
刈

草
や
剪
定
枝
の
回
収
と
そ
の

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
が
始
ま
っ

た
。
新
風
会
が
８
か
月
間
の

状
況
を
調
査
し
て
、
今
後
の

改
善
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る

の
か
検
証
し
た
。

　
ご
み
減
量
化
実
施
計
画
の

目
標
達
成
状
況
と
今
後
の
改

善
方
法
を
質
問
す
る
。

　　
　
家
庭
系
ご
み
の
排
出
量

と
町
の
減
量
目
標
値
の
達
成

度
は
。

　
　
　
　
　
減
量
目
標
値
は
、

令
和
７
年
度
ま
で
に
４
５

３
・
６
ｇ
で
あ
る
。
令
和
５

年
度
末
は
４
５
９
ｇ
で
、
目

標
値
ま
で
あ
と
５
・
４
ｇ
で

あ
る
。

　
　
町
民
の
満
足
度
と
要
望

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
届
い

て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
満
足
度
は
高
く
、

待
ち
時
間
や
渋
滞
に
対
す
る

改
善
を
求
め
る
声
が
届
い
て

い
る
。

　
　
混
雑
状
態
を
示
す
調
査

結
果
を
、
図
１
、
図
２
、
図

３
で
示
す
。
図
１
・
図
２
か

ら
持
込
者
を
平
準
化
す
る
こ

は
そ
の
対
策
と
し
て
有
効
と

考
え
る
が
。

　
　
　
　
　
持
込
時
間
を
分

け
て
も
守
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス

が
懸
念
さ
れ
る
。

　
　
図
３
か
ら
持
込
が
少
な

い
地
区
に
、
ど
う
利
用
促
進

を
啓
発
す
る
か
。

　
　
　
　
　
そ
の
地
区
に
限

ら
ず
、
ご
み
の
減
量
化
を
促

進
す
る
た
め
に
、
ア
グ
ナ
ビ

等
を
活
用
し
て
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。

　
　
回
収
場
内
の
交
通
安
全

と
受
渡
し
の
順
番
維
持
・
場

内
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
に
、

車
両
の
誘
導
方
法
を
ど
の
よ

う
に
改
善
す
る
か
。
持
ち
込

む
側
の
工
夫
や
配
慮
で
時
間

短
縮
が
で
き
る
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

　
　
　
　
　
回
収
場
所
を
多

目
的
広
場
の
奥
に
変
更
し
、

回
収
方
法
も
パ
ッ
カ
ー
車
方

法
か
ら
、
コ
ン
テ
ナ
へ
直
接

投
入
す
る
方
法
に
変
更
を
検

討
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り

待
ち
時
間
の
短
縮
や
、
委
託

業
者
や
職
員
の
負
担
を
軽
減

し
、
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が

る
。

　
　
こ
の
事
業
に
よ
っ
て
、

町
民
は
地
球
環
境
の
改
善
に

も
参
加
し
て
い
る
。
町
民
の

参
画
意
識
を
高
め
、
こ
の
事

業
を
も
っ
と
周
知
啓
発
す
る

こ
と
を
、
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

　
　
　
　
　
刈
草
や
剪
定
枝

が
堆
肥
化
等
の
再
利
用
化
に

よ
り
、
環
境
改
善
活
動
に
寄

与
し
て
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
と
と
も
に
、
刈
草
や

剪
定
枝
が
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
、

堆
肥
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い

る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
堆
肥
の
無
料
配

布
を
検
討
す
る
。

答
町
長

答
町
長

答
町
長

答
町
長

答
町
長

答
町
長

もっと便利に！刈草・剪定枝の回収事業を
回収場所と方法を変更する
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（新風会）
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図３　地区別の持込回数

問

問問

問問

問

気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を
講じる

気候変動に具体的な対策を

区分
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１

番号
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３

190
155
142
125
78
65
60
56
51
48
45
34
34
33
31
27
24
23
16
14
13
9
0

1274

草木
宮津
卯之山
坂部
白沢
ひなたの丘
椋岡
植
福住
宮津団地
阿久比
大古根
板山
高根台
矢口
宮津山田
阿久比団地
白沢台
高岡
萩
横松
福住園高台
メイツ巽ヶ丘

地区名 合計回数（回）

地区合計（回）

時間帯

合　計

平均グラフ（台）
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

7:00
7:30
8:00
8:30
9:00
9:30
10:00
10:30
11:00
11:30
12:00

7:30
8:00
8:30
9:00
9:30
10:00
10:30
11:00
11:30
12:00
12:30

0.1
4.8
20.4
14.5
15.4
16.4
17.1
16.8
12.5
9.3
0.1

127.4

区分
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１

時間帯

合　計

平均グラフ（分）
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

7:00
7:30
8:00
8:30
9:00
9:30
10:00
10:30
11:00
11:30
12:00

7:30
8:00
8:30
9:00
9:30
10:00
10:30
11:00
11:30
12:00
12:30

64.0
38.2
27.9
23.3
15.6
10.4
7.3
5.5
3.7
3.1
0.3

199.2

⬆開始
時
間

⬆開始
時
間

３地区合計で
全体の38％
３地区合計で
全体の38％
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災害時や緊急時は「いのちを守る情報」を平常時は「暮らしの情報」や「イベント情報」など
をお使いのスマートフォンにお届けします。スマートフォン版アプリを利用するには専用アプリ
「ライフビジョン」をインストールして初期設定を行う必要があります。

阿久比町の安全・安心をお届けする「アプリ」阿久比町の安全・安心をお届けする「アプリ」

あぐい防災・行政ナビあぐい防災・行政ナビ「　　　　　 （アグナビ）」AguNavi

傍聴席へどうぞ
次の定例会は
12月４日㈬開会
午前10：00～開催予定です。
日程は変更になる場合があり
ます。詳しくは阿久比町ホーム
ページの議会事務局お知らせ
をご覧ください。

一般質問は毎回翌
日以降にCACで放
送されています。

　先日、仕事の関係で議会を傍聴する機会がありました。阿久比町民になって約10年が
経ちましたが、一般の町民が誰でも議会を傍聴できるということすら知りませんでした。
傍聴席では、討議をしている様子がとてもよく見えます。子育ての事や阿久比町の自然
環境のことなど、町の将来について討議している様子を目の当たりにし、町民としての
阿久比町の今後について考えさせられました。
　今回の傍聴を通じて、普段の生活ではなかなか気づかない町の課題や取り組みについ
て知ることができ、大変有意義な時間となりました。町政に対する理解が深まり、今後
もこうした機会を大切にしたいと思います。町の未来のために、一人一人が関心を持つ
ことが大切だと改めて感じました。

白沢地区　新海 里江　

電話 0569-48-1111（内線1401）
FAX 0569-48-1711

E-mail : gikai＠town.agui.lg.jp

議会へのご意見・期待・要望や地区の出来事・
自慢等お寄せください。応募は、議会事務局まで。

　毎回、編集委員一同でアイデアを出し、読みやすく、
興味の持てる内容となるように、できる限りの改善に
チャレンジしてきました。『内容を表す表題や副題』を付
けたり、『絵と写真』で説明を加えるなど、読み手の目線
を意識し、わかりやすい編集を心がけてきました。
　今後も改善を続け、これまで以上に『町民の皆様のご
意見』を取り入れ、一層皆様の興味をひく内容となるよ
うに編集に取り組んでまいります。

（竹内　啓視）

編 集 後 記

委 員 長／新美三喜雄
委　　員／鈴村　算久
委　　員／新美加寿奈

副委員長／山本　良輔
委　　員／竹内　啓視
委　　員／廣瀬　　実

議会だより編集特別委員会

町 民 の 声町 民 の 声
議会を傍聴して

傍聴席・議場

皆様からのご意見や議会だより
原稿を募集しています！
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